
2021年６月号
No.145

扶桑町社協☆会員募集中
町内会を通じてご案内する期間：7月1日～7月31日

上部期間以外は扶桑町社会福祉協議会事務局へ直接お問い合わせください。

会費の種類
種類 会費（１口）

普通会員 500円
賛助会員 1,000 円
法人会員 3,000 円

ボランティア連絡協議会に登録している団体に
対して助成や総合福祉センター等でボランティア
まつりを開催しています。

Ａグループ
・がたん ごとん がたん ごとん
ざぶん ざぶん
・おひさま あはは
・きんぎょが にげた

Ｂグループ
・かお かお どんなかお
・くだもの
・ちいさな うさこちゃん

扶桑町社会福祉協議会（＝以下社協といいます。）は、住民の誰もが安心して暮らすことのできるよ
う「思いやり やさしい愛で まちづくり」をスローガンに、地域の皆さんやボランティア、福祉・保健・
医療などの関係者、行政機関の協力を得ながらともに考え、実行していく組織です。
社協では、町民の皆さまよりいただいた会費を貴重な財源として、記事の中央部のような活動や２ペー
ジに掲載している事業を支援しております。どうかひとりでも多くの皆さまに社協活動の趣旨をご理解
いただき、ご支援いただきますようお願い申し上げます。

福祉実践教室

アサヒフォージ株式会社さまにて

みなさまからいただいた会費の使い道(一部)紹介！

町内在住の０歳児に絵本をプレゼント ボランティア団体へのお手伝い

Ａ,Ｂから１冊ずつ選ん
でいただきます。
町内在住の０歳児を対象
に絵本をプレゼントして
います。昨年は169名に
絵本をお渡ししました。

地域の福祉学習をお手伝い

備品の貸出

企業向けに
福祉体験を
行いました。

・町内在住の方に最長１か月間、車いすを無料で貸し出しています。
・町内で活動している団体が扶桑町内で使用する際にポップコーン機と
綿菓子機を無料で貸し出しています。

令和2年度は850名の
児童・生徒さんに参加
いただきました。



3 ふそう福祉だより 145号

令和３年度 予算総額 305,472 千円

支  出
（単位：千円）

収  入
（単位：千円）

基金運営事業 4,833
福祉団体育成事業 1,670
地域福祉推進事業 460
ボランティアセンター
活動事業 1,717
共同募金配分金事業 3,745
生活福祉資金貸付事業 213
くらし資金貸付事業・県 201
くらし資金貸付事業・町 623
日常生活自立支援事業 168
心配ごと相談事業 141
訪問介護事業 19,756
障害者ホームヘルパー事業
3,224
移動支援事業 400

基金積立資産取崩収入
4,833

その他の収入 494
受取利息配当金収入

22

サービス区分間長期借入金収入
1

積立資産取崩収入  10,345

サービス区分間繰入金収入
18,077

介護保険事業収入
117,129

障害福祉サービス等
事業収入

5,547

法人運営事業
10,115

繰越金 6,990

福祉活動
専門員事業 
27,303

老人デイサービス事業
59,773

地域活動支援センター事業 2,752
居宅介護支援事業 16,182

訪問看護
ステーション事業

38,839

地域包括支援
センター事業

48,609

総合福祉センター
管理・経営事業

53,671

総合福祉センター
管理・経営事業

53,671

地域宅老事業
5,693

生活支援体制整備事業
5,384会費収入 3,500

寄附金収入 700
経常経費
補助金収入
23,343

受託金収入
100,946

貸付事業等収入
631
事業収入 1,055

医療事業収入 11,859

社会福祉法人 扶桑町社会福祉協議会 理事補充委嘱･評議員委嘱（敬称略）
常 務 理 事 武

たけ
富
とみ
勝
かつ
史
し

理 事 澤
さわ
木
き
康
こう
至
じ

（任期：令和３年４月１日～令和２年度の定時評議員会終結まで）
評 議 員

高雄地区代表 千
せん
田
だ
俊
とし
夫
お

山名地区代表 米
よね
田
だ
和
かず
司
し

斎藤地区代表 青
あお
木
き
康
やす
弘
ひろ

高木地区代表 吉
よし
田
だ
辰
たつ
治
じ

柏森地区代表 市
いち
橋
はし
英
ひで
男
お

産業団体代表 稲
いな
葉
ば
弘
ひろ
夫
お

社会福祉に関係ある団体等の代表 髙
たか
木
ぎ
八
や
重
え
子
こ

瀬
せ
川
がわ
純
すみ
代
よ

（任期：令和３年４月１日から令和２年度の評議員会終結まで）

（3月1日～4月30日・順不同）

（社会福祉協議会へ）

ご 氏 名 寄附内容
子育てネットワーカーひよっこ 様 24,619 円
さくら 様 20,000 円
某 様 5,000 円
某 様 5,000 円

善意のご寄附 ありがとう
　ございました。

ふそう福祉だより 令和３年６月号 2

｢Clappin’」の屋号で営業している近
こん
藤
どう
大
だい
輔
すけ
さん

と共に、３月26日「キッチンカー子ども食堂」を
開催しました。
食材は近藤さんが知人らの寄附を元に300食のサ
ンドイッチを用意されました。近藤さんのキッチン
カーで総合福祉センター駐車場にて訪れた子ども達
にサンドイッチ・お菓子・ジュースを配布しました。
扶桑町社協はジュースとお菓子を提供したり、町内
の小中学校に開催を告知する等の支援を行いました。

｢キッチンカー子ども食堂」開催しました

近藤さんは「一人で毎日同じ物を食べていると、
子ども食堂を取り上げたテレビ番組で知った。自分
にも子どもがいるので、何かできないかずっと思っ
ていた」と開催を決意したそうです。
当日の運営には大勢のボランティアさんが応援に
駆けつけてくださいました。
ご協力いただいた皆様本当にありがとうござい

した。

扶桑町社会福祉協議会の主な事業
地域福祉事業 介護保険事業 ボランティア
★｢福祉だより｣や各種イベントでの PR
●共同募金運動への協力
★日常生活自立支援事業
★社会福祉活動を行う個人や団体の支
援及び連絡調整
●生活支援体制整備事業

●居宅介護支援（ケアプラン作成）
●訪問介護（ホームヘルパー）
●訪問看護ステーション
●通所介護（デイサービス）

★ボランティア相談・紹介
★ボランティアグループへの助成･協力
★ボランティアまつりの開催
★各種ボランティア養成講座の開催
●緊急時、災害ボランティアセンター
開設

高齢者福祉 児童・青少年福祉 障害児・者福祉
●介護予防・日常生活支援総合事業
●老人クラブの支援・助成
●地域での
宅老事業

●子育て支援事業の実施
●おもちゃ図書館の開設
★赤ちゃん絵本のプレゼント
★福祉協力校への支援・助成
●子ども会への助成
★青少年ボランティア体験学習の開催

★移送サービスの実施
●視覚障害者への音訳・点訳サービス
★精神障害者の社会参加援助
●障害者団体への助成
●障害者ホームヘルパー事業
●移動支援事業
●地域活動支援センター事業

相談・貸付・貸与事業 地域包括支援センター その他
★心配ごと・法律相談の実施
●生活福祉資金・く
らし資金の貸付
★ボランティア器材
の貸し出し

●介護予防マネジメントの実施
●高齢者の総合相談窓口業務
●権利擁護、虐待の早期発見・予防
●ケアマネジメント支援
●認知症対策
●介護者慰労事業

●指定管理による
デイサービス・福祉センターの管理
運営
●総合福祉センター
活性化事業

★印の事業は皆様からの会費を充当しています。
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コスモスＡ
イベント参加、調理協力。
コスモスＢ
社協の行事等参加、調理協力。
扶桑町女性の会連絡協議会
交通安全街頭指導、各種福祉事業への協力。

豊常会扶桑町民踊同好会
各地区の盆踊り協力・各施設等を訪問し踊りを披露。
扶桑ハーモニカクラブ
扶桑デイサービスなど各施設を訪問し、ハーモニカ演奏を
披露。
扶桑町尺八同好会
各施設を訪問し、尺八等で演奏を披露。
羽根コスモス会
扶桑苑など各施設を訪問し、踊り等を披露。また地区公園
の花の手入れ。
天使の花だん
紙コップを利用した容器で、ミニ花（アレンジフラワー）
を施設利用者と制作し福祉施設へ提供。

扶桑の福祉を考える会あんばよう
古民家を活用し、地域回想法を取り入れたふれあいサロン
を開き、いきいき暮らせる福祉のまちづくり。
扶桑老連・女性部
毎月地区での友愛・見守り活動。雑巾・タオルを施設に寄
贈、歳末たすけあい募金活動、歳末施設訪問。
扶桑写友会
各種福祉事業の写真撮影の協力。
手作り泉の会
手芸品、洋菓子を制作、販売をし、その売り上げを福祉団
体に寄付する。

扶桑町更生保護女性会
更生保護施設へのサポート活動、子育て支援活動、防犯や
非行防止支援、赤い羽根共同募金支援。
扶桑町赤十字奉仕団
献血受付、啓発。防災、救護活動、介護施設の奉仕。
小中学校の保健室の奉仕。

ひまわり課
毎月「こころの居場所・ひまわりカフェ」を開催。家から一
歩踏み出したい方がゆったりすごせる場所づくりを目指す。

音楽集団ゆかいな仲間たち
介護施設、児童館などで演奏活動を行なっています。

福祉施設慰問

地域関係

ふそう福祉だより 令和３年６月号 4

登録ボランティアグループ一覧
扶桑町で活動していただいている団体です。詳細につきましてはお問い合わせください。

＜問い合わせ・相談先＞
扶桑町社会福祉協議会 電話（0587)93－4300 午前8時30分～午後5時15分

（土・日・祝日・12月29日～1月3日を除く）

手話サークル菜の花
聴覚障害者・中途失聴者・難聴者への支援、啓発（小中学
校の福祉実践教室など）
要約筆記ボランティアＯＨＣふそう
聴覚障害者・中途失聴者・難聴者への要約筆記。小中学校
の福祉実践教室に協力。
心身障害児・者父母の会
障害者と保護者の自助｡保護者の交流会と障害児者の福祉の向上。
たんぽぽ支援ボランティアわたげ
生活介護事業所「たんぽぽ」の活動支援。

障害者支援

点訳グループ一歩
視覚障害者への点訳奉仕。（各種依頼文の点訳）。小中学校
の福祉実践教室に協力。
笑夢（えむ）
年齢、性別、能力にかかわらず、みんなが笑顔で夢のある活
動を楽しむ団体。
朗読グループあいうえお
視覚障害者への「声の広報」CD及びテープ作成。幼児へお
話し朗読や、高齢者グループホームもみの木等への施設訪問。

おもちゃ図書館ボランティア ピノキオ
親子遊びの援助、デイサービスへの訪問活動。おもちゃ図書館運営支援。
アイリス
布絵本、タペストリーの製作。絵本の読み聞かせや紙芝居で幼児・児童と
交流。おもちゃ図書館運営支援。

ふそう防災リーダー会
地域自主防災活性化を目指した、地域の防災、減災の啓発、
訓練などの支援活動。
防災ボランティア Dサポート丹羽
住民参加の緊急避難訓練や災害想定訓練の実施。防災学習
会の開催。
ふそう災害ボランティアセンターの会
豪雨被害に備えた活動や復旧作業の手伝い。
丹羽青年会議所
防災フェスタの開催、ふれあいフェスタの開催。

防災関係

子育て支援
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「みんなでつくろう！地域の支え合い座談会」活動報告
（3/17，3/25分）

令和３年４月より、扶桑町社会福祉協議会の事務局長を務めさせて
いただいております。武

たけ
富
とみ
勝
かつ
史
し
と申します。

今日の社会福祉を取り巻く状況は、コロナ禍の影響を受け就労環境
が一変したことによる生活困窮などの問題や、社会構造や生活様式の
変化による社会とのつながりの希薄化などに起因した、孤独、孤立の
問題など、福祉のニーズは増大するとともに、その内容は多様化して
おります。

町民の皆さまより社会福祉協議会の活動をご理解いただくとともに、さらに利用しやすく
身近な社会福祉協議会となるよう職員一丸となって事業の実施に努め、当町の地域福祉がさ
らに前進するよう努力する所存であります。
より一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げまして、就任のごあいさつとい

たします。

高雄地区
今回は高雄地区の自治会やコミュニティの現状につ
いて情報共有しました。それぞれの地域で現状が異な
ることがわかり、高雄地区として地域の支え合い活動
を立ち上げることは難しいとの意見がありました。
また、それぞれの地域でできることから取り組み、
支え合いを広げていきたいとの声が聞かれました。今
後も定期的に集まり、地域情報の共有をしていきます。

連 載

山名地区
高雄地区座談会のご紹介と支え合い活動の事例映像
を見ていただき、感想を話し合っていただきました。
カードを使った取り組みやちょっとした困りごとのお
手伝いに関心が集まり、気軽に取り組めるのではない
か、もう少し勉強したいとの声が聞かれました。
また、地域に活動する場所がないとのご意見もあり、
地域資源の把握や掘り起こしが課題だと感じました。

新任ご挨拶

ふそう福祉だより 令和３年６月号 6

住
み
慣
れ
た
町
で

い
つ
も
の
笑
顔
で

安
心
し
た
暮
ら
し
を

《
自
分
ら
し
さ
》
を応援

し
ま
す
。

扶桑町社会福祉協議会指定居宅介護支援事業所
◎住 所 扶桑町大字斉藤字榎230番地

（扶桑町総合福祉センター１階）
◎営業時間 午前８時30分～午後５時15分
◎休 日 土・日・祝・12月29日～1月3日
◎電 話 （0587）91-1103

私たちケアマネジャーが
介護保険制度や地域サービス
についての知識を持って、在
宅での生活が安心して過ごせ
るよう、一緒によい方法を考
えていきます。

※ご相談は無料、個人情報は厳守します。
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ご利用ください

※予約（６月分は６月１日から、７月分は７月１日から）
が必要です。初めての方を優先させていただきます。

弁護士が、法律に関する専門的な相談に、無料で応
じます。

相談日／６月28日(月）・７月26日(月）
時 間／午後１時30分～４時30分
場 所／扶桑町総合福祉センター２階相談室

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止する場合
がございます。

対象となる方：
扶桑町在住で肢体に障害のある方および
怪我等で一時的に必要な方、また、旅行
などで必要な方に無料でお貸しします。
貸出期間：
１ヶ月が限度となります。
（土日祝日は３階管理人室へお声をかけてください。）

この「ふそう福祉だより」、「広
報ふそう」、「議会だより」をカセッ
ト・CDに録音し、ご要望の方に
貸し出しています。
“朗読グループあいうえお” の

皆さんの協力を得ています。

※予約ができます。
予約された方を優先とさせていただきます。

第１金曜日は民生委員(経験者)または保護司、第３
金曜日は行政相談委員または人権擁護委員が、住民の
皆さんのあらゆる困りことや悩みことの相談に応じ
ます。
相談日／6月4日(金）･18日(金）･7月2日(金)･16日(金）
時 間／午後１時30分～４時30分
場 所／扶桑町総合福祉センター２階相談室

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止する場合
がございます。

１歳未満の赤ちゃんを対象に、五感
や想像力の発達と豊かな心が育まれる
ことを願い､絵本をプレゼント致します。
対象となる方：
扶桑町内にお住まいの１歳未満のお子さま
お渡しの方法：
母子健康手帳など扶桑町在住を証明できるものをご
持参の上、扶桑町総合福祉センター２階、社会福祉
協議会事務局までお越しください。
（土日祝日は３階管理人室へお声を掛けてください。）

慶弔のお返しの一部を
まちの福祉のために

役立てていただけませんか

お祝いごとや香典のお返しを扶桑町の福祉のために
ご検討ください。
ご寄附いただきました方には、本会会長名を入れた
礼状をご用意させていただきます。

◆◆ 車いすの貸し出し ◆◆

赤ちゃん絵本プレゼント

◆◆◆ 心配ごと相談 ◆◆◆

◆◆◆ 法 律 相 談 ◆◆◆

◆◆◆『声の広報』◆◆◆


